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男女共同参画社会の実現にむけて

令和５年３月

矢板市男女共同参画社会づくり推進本部長

矢板市長　齋藤　淳一郎

　我が国の社会情勢は、人口減少社会の到来、価

値観やライフスタイルの多様化など、大きな変化

の中にあります。

　デジタル化による働き方の変化は、ワーク・ラ

イフ・バランス推進への意識を高め、新型コロナ

ウイルス感染症による社会混乱は、日々の生活に激変を起こしました。

　様々な社会変化の一方、多様化した意見や価値観は、希薄化した人と人

のつながりの中ですれ違うままとなっています。

　こうした課題を踏まえ、「認めあい　分かちあい　補いあう　男女共同

参画社会」を実現するため、矢板市男女共同参画計画あいプラン５期計画

をこの度策定いたしました。

　５期計画では、「男女共同参画推進の環境づくり～認めあい～」、「男女

共同参画の促進～分かちあい～」、「人権の尊重と暴力の根絶～補いあう～」

の３つの基本目標と、計画推進のための体制の充実を柱として「家庭」「地

域」「職場」「学校」の各領域で各種施策を総合的に推進してまいります。

　市民の皆様には、新しい価値観や考え方を柔軟に受け止め、性別による

不当な扱いを受けず、各々が人権を尊重し合う社会になるように、計画の

推進に共に取り組んでいただきますよう、御協力をお願い申し上げます。

　結びに、計画の策定にあたり貴重な御意見や御提言をいただきました委

員の皆様をはじめ、関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。
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第１章

計画の趣旨

　矢板市では、「男女共同参画社会基本法」 （平成１１年法律第７８号）に基づき、「矢板市

男女共同参画計画あいプラン」を平成１５年３月に策定しました。これまで、３回の計画

改定を行い、市民と行政が協力しながら、矢板市がめざす男女共同参画社会づくりに向け、

各種事業に取り組んできました。

　しかし、今日にいたるまでの人口減少や家庭環境の変化など、男女共同参画に関わる環

境も大きく変わってきました。また、２０３０年に達成を目標とする「SDGs（持続可能

な開発目標）」が世界共通の目標として定められ、その中にはジェンダー平等が大きな目標

の一つとして位置づけられました。

　令和５（２０２３）年には栃木県として初めて政府等が開催する国際会議の開催地とな

り、主要７か国首脳会議（Ｇ７サミット）における男女共同参画・女性活躍担当大臣会合が

開催され、官民を問わずますます男女平等への注目が集まっています。

　男女共同参画に対する取組が行われる一方、家庭・職場等における固定的な性別による

役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）が根強く存在しています。

　これらの課題を解決すべく、男女共同参画社会の実現に向けた取り組みをより推進する

ために、その施策等の方向性や内容を示す「矢板市男女共同参画計画あいプラン５期計

画」を策定するものです。

　なお、本計画は、「女性活躍推進法」に基づく「市町村推進計画」及び「配偶者からの暴

力の防止及び被害者の保護等に関する法律」に基づく「市町村ＤＶ防止基本計画」を包含

しています。

　男女共同参画社会は、「男女共同参画社会基本法」により、次のとおり定義されています。

　男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野におけ

る活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文

化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会

　 （男女共同参画社会基本法から抜粋）

１　計画策定の趣旨

男女共同参画社会とは
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【体系図】 やいた創生未来プラン
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　令和５（２０２３）年度から令和１４（２０３２）年度までの１０年間です。この期間

に社会情勢の動向や市の状況、関係法制度などに著しい変化があった場合、必要に応じて

見直しを行うこととします。

３　計画の期間
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第１章　計画の趣旨

　つまり、男女共同参画社会とは「誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会」であり、

男女がお互いを理解しあったうえで認めあい、喜びも責任も分かちあい、補いあうこと

ができる社会です。

 （１）　矢板市がめざす男女共同参画社会の実現に向けて、市民と行政、関係機関・団体、

　　　企業等が一体となり取り組むための計画です。

 （２）　「男女共同参画社会基本法」第１４条第３項に基づく「市町村男女共同参画計画」

　　　です。

 （３）　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第６条第２項に基づく市町

　　　村推進計画です。

 （４）　「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第２条の３第３項

　　　に基づく市町村計画です。

 （５）　国の「第５次男女共同参画基本計画」及び栃木県の「とちぎ男女共同参画プラン

　　　５期計画」の理念、趣旨を踏まえ、市における男女共同参画行政に係る施策の基本

　　　方向と具体的な施策を明らかにするものです。また、国際社会共通の目標である

　　　「SDGｓ（持続可能な開発目標）」を常に念頭に置きながら、他分野の関連計画と

　　　の整合性を図っていきます。

２　計画の性格と役割
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に社会情勢の動向や市の状況、関係法制度などに著しい変化があった場合、必要に応じて
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　つまり、男女共同参画社会とは「誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会」であり、

男女がお互いを理解しあったうえで認めあい、喜びも責任も分かちあい、補いあうこと

ができる社会です。

 （１）　矢板市がめざす男女共同参画社会の実現に向けて、市民と行政、関係機関・団体、

　　　企業等が一体となり取り組むための計画です。

 （２）　「男女共同参画社会基本法」第１４条第３項に基づく「市町村男女共同参画計画」

　　　です。

 （３）　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第６条第２項に基づく市町

　　　村推進計画です。

 （４）　「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第２条の３第３項

　　　に基づく市町村計画です。

 （５）　国の「第５次男女共同参画基本計画」及び栃木県の「とちぎ男女共同参画プラン

　　　５期計画」の理念、趣旨を踏まえ、市における男女共同参画行政に係る施策の基本

　　　方向と具体的な施策を明らかにするものです。また、国際社会共通の目標である

　　　「SDGｓ（持続可能な開発目標）」を常に念頭に置きながら、他分野の関連計画と

　　　の整合性を図っていきます。

２　計画の性格と役割
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第２章

計画策定の背景

 （１）　社会における状況の変化

　矢板市の人口は、１９９８年をピークに転出超過傾向が続いています。

　年齢別の人口をみると、年少人口（０～１４歳）・生産年齢人口（１５～６４歳）は減少

し、老年人口（６５歳以上）は増加していることから、矢板市でも少子高齢化が進行して

いることがうかがえます。

　一方、世帯数は増加傾向にあります。人口が減少し、世帯数が増加していることから、

１世帯あたりの人員数は減少しており、単身世帯の増加や核家族化の進行がうかがえます。

　また、将来的に令和１７年には人口が２５，０００人を切り、以後も人口が減り続ける

推計が出ています。人口減少に合わせた効果的な施策を実施する必要があります。

１　社会情勢と女性を取り巻く状況等

○矢板市データ 年齢別 3 区分別人口

資料：住民基本台帳（各年４月１日現在）
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　矢板市の人口ピラミッド（※）をみると、少子高齢化の進行が顕著となっています。

　男女共に７０歳代の人口が最も多く、０～１４歳までは、若い年代になるほど人口が少

なくなっていきます。

　また、６５歳以上では、女性が男性より１，０００人以上多く、高齢期は女性の割合が

高くなる傾向があります。

第２章　計画策定の背景

○矢板市の人工ピラミッド

資料：住民基本台帳（令和４年度）

※人口ピラミッド：対象とする地域のある時点での人口構造を視覚的に表したもの。
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○矢板市女性の年齢階層別労働力率（国、栃木県との比較）

 （２）　就業構造について

　令和２年国勢調査において、矢板市の生産年齢人口（１５～６４歳）に対する労働力人

口（就業者と完全失業者の合計）の比率である労働力率をみると、男性では２５～５９歳ま

でという幅広い年代において９割以上の水準を保っています。

　それに比べ女性は３０～３４歳で低下し、その後上昇する“Ｍ字カーブ”を描いていま

す。ただし、国や栃木県と比較すると女性の２０～５９歳で７割以上となっており、国・

栃木県の労働力率よりも若干高い水準となっています。
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第２章　計画策定の背景

 （３）　女性の参画について

　矢板市の審議会等における女性委員比率をみると、２５％超で推移しており、令和４年

において、県及び市町平均と比較すると低い数値ではあります。目標とする３０％は下回

っているものの、目標に近い数値となっています。

　矢板市職員の管理職（一般行政職）における女性比率は、２０％を超える比率をキープ

しており、令和４年の県１１．９％や県内市町平均１５．４％を大きく上回っています。

　その他、市議会議員の状況は、令和４年現在、議員１５人中女性議員３人で、女性議員

の割合は２０％です。

第２章　計画策定の背景

　矢板市がめざす男女共同参画社会の実現のため、四期計画（平成３０年度から令和４年

度）では、「男女共同参画の環境づくり」、「男女共同参画の促進」、「人権の尊重と暴力の根

絶」の３項目を基本目標として掲げ、推進してきました。

　その５年間の推進してきた成果と課題は、次のとおりです。

 （１）　男女共同参画の環境づくり

　平成２９年度に実施した前回調査と比較して、大きく増減した分野はありません。分野

を個別に見ると、「政治の場で」、「社会通念・慣習・しきたりなどで」、「社会全体の中で」

の項目で、男性の方が優遇されていると感じている人の割合が６割を超えており、依然

割合が高くなっています。そのため、今後も引き続き男女平等の意識や男女共同参画の理

念を啓発していく必要があります。

　また、年代別に各分野で「平等」と回答した割合を見ると、「家庭生活の場で」、「職場の

中で」、「学校教育の場で」の項目で、年齢の高い年代では平等の回答が低く、「町内会や自

治会等の地域」、「政治の場で」の項目で、年代が下がるほど平等の回答が低くなっていま

す。そのため、分野ごとに年代に合わせた施策を実施することにより、効果的に施策を実

施する必要があります。

２　四期計画の達成状況

○男女平等度　前回との比較

資料：矢板市男女共同参画に関するアンケート調査
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第２章　計画策定の背景

○　男女共同参画啓発を主な活動内容としたボランティアグループが、様々なイベントで

　啓発活動を行っています。しかし、男女共同参画に関する理念や意識の周知はまだまだ

　不足していることなどから、その活動を継続していく必要があります。

○　生涯学習課、各公民館を中心として家庭教育学級や親子教室を実施し、多くの参加者

　を集めています。今後は指導者などのさらなる育成が必要です。

○男女平等度　年代ごとの比較
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平等と感じている人の割合６０代

平等と感じている人の割合３０代

平等と感じている人の割合５０代

平等と感じている人の割合７０代以上

第２章　計画策定の背景

 （２）　男女の社会参画の促進

○　各種委員会や審議会等における女性委員の割合は、目標値の３０％に近付きつつある

　ものの、達していません。引き続き、政策決定の場に参画できる女性の育成を図るとと

　もに、女性委員の参画を促進していく必要があります。

○　市民の市政運営への参画のために、「市政への手紙」の配布や「やいた未来ミーティン

　グ、やいた未来づくり（まちづくり）座談会」などの実施により、市民の声を聴く機会

　を設けています。

○　地域活動への参加について、「どれにも参加していない」の数値が高く、参加促進のた

　めの工夫が必要です。また、様々な地域活動へ男女共に参加し、それぞれの能力を発揮

　していくために、行政区等を通じて働きかける必要があります。

　　また、年代が高くなるにつれて地域活動への参加が増えていく傾向があるので、ライ

　フステージごとに合った地域活動参加を促進していく必要があります。

○　職場における男女共同参画推進のために、リーフレット、ホームページ等による男女

　雇用機会均等法などの周知を行っています。しかしながら、「人事配置や昇進」、「仕事の

　内容」といった項目で男女間の格差を感じている割合が高い状態です。今後も、事業所

　や雇用主へのさらなる働きかけの必要があります。

資料：矢板市男女共同参画に関するアンケート調査

○地域活動への参加について

参加している活動

町内会・自治会・老人クラブなどの地域活動

０ 100 200 300 400（人）

趣味・教養・文化・スポーツなどのサークル活動

PTA・子ども会などの子どもや青少年の育成活動

子どもの見守りやパトロールなどの防犯活動

消費生活に関する活動 （生協・農協なども含む）

自然保護・環境美化・リサイクル等の環境保全活動

高齢者福祉・障がい者福祉・児童福祉などの社会福祉活動

健康づくり・医療介護などの保健医療活動

国際交流・国際化・国際平和に関する活動

セミナー・講座などを受講したりする生涯学習

その他

どれにも参加していない

無回答

166
200
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98

46
37

50
98

120
152

32
49

29
54

8
12

65
52

9
8

269
336

237
271

平成29年（2017） 令和4年（2022）

資料：矢板市男女共同参画に関するアンケート調査
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資料：矢板市男女共同参画に関するアンケート調査

募集や採用の条件

平等

ほぼ平等

あまり平等とはいえない

男女の差が相当ある

わからない

人事配置や昇進

教育や研修制度

福利厚生

定年、  退職、  解雇

賃金

仕事の内容

0 ２0 ４0 60 80

20.8

10.3

24.3

33.1

31.4

23.1

11.7 32.8 27.7 9.518.4

25.3 15.7

36.6

39.4

39.2 11.8

17.7

11

20.4 15.7

7.8 13.3

12.9

25.9 32.4 17.5 13.9

35 22.5 12.98.8

5.8

12

第２章　計画策定の背景

○　家庭生活における共同参画を推進し、家族の中での性別役割分担意識をなくすために、

　保護者を対象とした子育て学習や家庭教育学級を開催しています。今後は、家族それぞ

　れの理想の働き方を重視した生活の実現のために、就業環境と家庭環境の両方を改善す

　る、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進していく必要があります。

○　子育て支援の充実のために、こども医療費助成、低年齢児保育、延長保育、病児・病

　後児保育、障がい児保育などの多様なサービスや、ひとり親家庭に対する支援を行って

　います。また、ファミリーサポートセンターを開設し、子育て支援体制を拡充しています。

○　少子高齢化により、身近な問題となった介護支援の充実のために、パンフレットの配

　布や窓口でのきめ細かな対応を行っています。また、家族介護者のつどい「りんごの会」

　を開催しています。高齢者の単身世帯も増加傾向にあり、今後は、地域全体で高齢者を

　見守ることができる地域をつくる必要があります。

○職場での男女平等について

○女性が働き続けるために必要なこと

夫や家族の理解・協力

保育施設や学童保育など子育てしやすい環境の整備・充実

女性が働ける職場の増加や職業紹介の充実

労働時間の短縮化、フレックスタイムの導入

育児休暇・介護休業制度の充実

介護保険制度など福祉サービスの充実

企業等事業所の理解

昇進・昇給や仕事の分担など職場での男女平等の促進

その他

無回答

平成２９年
（2019）

令和４年
（2022）

資料：矢板市男女共同参画に関するアンケート調査

第２章　計画策定の背景

 （３）　人権の尊重と暴力の根絶

○　安心して子どもを産み、育てるための母性保護の充実のために、妊産婦健診受診票の

　発行や、「矢板市子育て世代包括支援センター」を設置し、母子保健と子育て支援との一

　体的かつ包括的な支援を行っています。今後は、制度の更なる周知や、各種事業のＰＲ

　をしていく必要があります。

○　高齢期を迎えても社会に参画し続けていくために、健康に関する各種教室や生涯スポ

　ーツの推進をしています。今後は、今まで受講していない層の開拓のために、内容の工

　夫や広報活動を充実させる必要があります。

○　ドメスティック・バイオレンス ( 以下「ＤＶ」とする。) の相談窓口を子ども課に置き、

　とちぎ男女共同参画センターと連携を図りながら、被害者支援を行っています。相談件

　数は減少傾向にありますが、身体的な暴力以外のものなど、表面化していない被害や、

　相談するほどのことではないといったＤＶに対する認識の低さがうかがえます。今後は

　相談窓口の周知を図るとともに、ＤＶに対する正しい認識を広めるための啓発活動を行

　う必要があります。

資料：矢板市男女共同参画に関するアンケート調査
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資料：矢板市男女共同参画に関するアンケート調査
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第３章　計画の基本的な考え方 第３章　計画の基本的な考え方

第３章

計画の基本的な考え方

　少子高齢化及び人口減少傾向並びにコミュニティ活動の衰退など社会構造や社会環境が変化し

ていることを踏まえ、次の基本目標を設定し、家庭、地域、職場、学校など、あらゆる場で男女が互い

にその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性別や世代に関わりなくその個性と能力を十分に発揮

することができるように、

「認めあい　分かちあい　補いあう　男女共同参画社会」

の実現に向けて次の３つの基本目標と推進体制をもって、男女共同参画を推進していきます。

　以上を踏まえ、家庭・地域・職場・学校の各領域で目指す姿を実現します。

１　計画の基本目標

基本目標１　男女共同参画推進の環境づくり～認めあい～ （女性活躍推進計画）

基本目標２　男女共同参画の促進～分かちあい～ （女性活躍推進計画）

基本目標３　人権の尊重と暴力の根絶～補いあう～ （ＤＶ防止基本計画）

計画推進　推進体制の機能の充実

家　　庭

　家族全員で家事・子育て・介護などに取り組み、苦楽を分かち合う豊かで充実した家庭

を築きます。

地　　域

　過去の慣習やしきたりに縛られることなく、各々の能力や考え方が尊重され、様々な

人が地域の活動に参加し、固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャ

ス・バイアス）が無く方針決定の場に参画できる、安心して暮らせる地域づくりに貢献し

ます。

職　　場

　採用・配置・昇進・賃金などにおいて、男女間の格差がなく、一人ひとりの意見を尊重

しながら、ワーク・ライフ・バランスを実現し、誰にとっても働きやすい職場環境を築き

ます。

学　　校

　個性を尊重し、社会での生き方を性別にかかわりなく考えられるよう教育を進め、男女

の差がなく自分の目指す進路を選べます。

２　目標設定指標一覧（目標：令和１４（２０３２）年度末）

基本目標２　男女共同参画の促進

１　市議会議員に占める女性の割合

２　審議会等委員に占める女性の割合

３　職員の管理職に占める女性の割合

４　子宮頸がん検診受診率

５　乳がん検診受診率

議会事務局

各課

総務課

健康増進課

健康増進課

３０％

３０％

３０％

４０％

４０％

目標設定指標 目標 担当課

基本目標３　人権の尊重と暴力の根絶

１　配偶者等からの暴力の相談窓口の認知度　※２

２　DV防止法の認知度　※３

３　ファミリーサポートセンター会員登録者数

子ども課

子ども課

子ども課

７０％

７０％

３００人

目標設定指標 目標 担当課

補足説明

※１　矢板市職員の取得状況及び市内企業アンケート結果より算出。

※２　相談窓口があることを知っているか。 （市実施のアンケート調査結果）

※３　法律の内容を知っているか。 （市実施のアンケート調査結果）

基本目標１　男女共同参画推進の環境づくり

３　市男女共同参画広報紙「ラポール」の発行回数

１　固定的な性別役割分担意識「男は外で働き、女は家庭
　　を守るべき」という考え方に「賛成」と答えた人の割合

総務課
生涯学習課

生涯学習課

生涯学習課年１回

２０％

２０％

目標設定指標 目標 担当課

２　男性の育児休業取得率　※１
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第３章　計画の基本的な考え方 第３章　計画の基本的な考え方

３　計画の体系

基本目標 施策の方向

SDGs達成への貢献

「やいた未来創生プラン」との調和・連携

認
め
あ
い
　
分
か
ち
あ
い
　
補
い
あ
う

男
女
共
同
参
画
社
会

（1） 男女共同参画の理解促進

（2） ワーク・ライフ・バランスの推進

（3） 男女共同参画に関する教育・学習
　　機会の充実 

（1）　あらゆる暴力の根絶

（2）　困難等を抱える女性等への支援

◎ 推進体制の機能の充実

（1） 地域・社会における男女共同参画
　　の推進

（3） 健康や生きがいづくりの推進

（2） 労働分野における男女共同参画の
　　推進

１　男女共同参画推進の
　　環境づくり
　　～認めあい～

２　男女共同参画の促進
　　～分かちあい～

３　人権の尊重と暴力の
　　根絶
　　～補いあう～

施　　　　　　　　　策

①男女共同参画社会への理解促進

①多様なライフスタイルを選択できる環境の整備
②子育てや介護に対する社会的支援の充実
③男性の家事・子育て・介護等への参画促進

①地域における学習機会の充実 
②男女共同参画に関する学校教育の充実・強化
③家庭教育の支援充実 

①政策・方針決定過程への女性の参画推進
②女性の人材育成の促進
③地域活動とボランティア活動への支援等
④防災分野における男女共同参画の推進

①男女の均等な雇用機会と待遇の確保 
②女性が能力を発揮するための職場環境の整備促進 
③管理職への女性登用の促進

①ライフステージに応じた健康の維持・増進への支援
②生涯を通した学びや生きがいづくりへの支援

①配偶者からの暴力被害者（ＤＶ被害者）等支援対策の推進 
②あらゆる暴力の根絶に向けての意識啓発
③あらゆるハラスメント防止の啓発  

①貧困に直面する女性等に対する支援
②様々な困難を抱える女性等への支援

①情報の収集と提供 
②市の推進体制の充実 

計画の推進
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第４章　施策の展開　基本目標１ 第４章　施策の展開　基本目標１

第４章

施策の展開

基本目標１　男女共同参画推進の環境づくり～認めあい～

１ 男女共同参画週間
　 における普及啓発

男女共同参画週間（6月23日～29日）におい
て普及啓発活動を行います。

男女共同参画啓発に関する講演会を開催します。 生涯学習課

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

２ 講演会の開催

現状と課題

　男女共同参画とは「誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会」であり、男女がお互い

を理解しあったうえで認めあい、喜びも責任も分かちあい、補いあうことができる社会です。

　しかし、アンケート調査によると、社会全体で平等と感じている市民は１６％となって

おり、「男性優遇」と「どちらかといえば男性優遇」との回答を合わせると７０％となって

います。

　また、家事分担の公平感や、その他の分野についての回答を見ても、まだまだ男女の平

等感が得られていないことがうかがえます。

　今後「誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会」を実現するためにも、男女共同参画

に関する情報の発信、意識の啓発をする必要があります。

施策の方向（１）　男女共同参画の理解促進

施策と主な取組

●　「広報やいた」、矢板市ホームページや「やいたぶ」において、男女共同参画への理解を

　深めるための啓発活動を積極的に行います。

●　市民対象の出前講座や男女共同参画に関する研修を実施し理解を深めます。

●　男女共同参画に関する性別にとらわれない家庭内での役割分担の啓発を行います。

●　男女共同参画に関する広報紙の発行や講演会等を実施します。

施策　（1）－①　男女共同参画社会への理解促進

３ 啓発冊子の作成
男女共同参画行政広報紙「ラポール」を発行し
ます。

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

４ 啓発講座の実施 市民対象の出前講座や研修を実施します。 生涯学習課

５ ホームページ等の
　 活用による情報提供

矢板市ホームページや「やいたぶ」で男女共同
参画に関する情報を提供します。

生涯学習課

６ 男女共同参画情報
　 コーナーの充実

生涯学習課
各公民館

矢板市生涯学習館及び各公民館に男女共同
参画情報コーナーを設置し、ジェンダー平等
やジェンダーフリー等の考え方の周知や、男
女共同参画に関する情報を提供します。

　グループあいは、男女共同参画社会の実現に向けた啓発活動及び魅力と活力ある地

域づくりを目指し、健康で豊かな人間性を育むことを目的とした団体です。

　平成21（2009）年から活動しており、啓発劇の実施や広報紙「ラポール」の発行等

で、男女共同参画社会とは何かを広める活動をしています。他にも託児ボランティア

の協力等、その活動は多岐に及んでいます。

矢板市男女共同参画啓発活動団体“グループあい”のご紹介

　主要７か国首脳会議（Ｇ７サミット）が令和５（2023）年に開催されるに伴い、男女

共同参画・女性活躍担当大臣会合が６月２４日（土）及び２５日（日）の２日間にわたっ

て日光市で開催されます。

　栃木県における初めての国際会合であり、男女共同参画週間に開催することで、よ

り一層男女共同参画・女性活躍に関する機運の醸成を図ります。

　近年、同様の会合が開催され、令和元（2019）年にフランス（パリ）で「男女平等に関

するパリ宣言」が、令和４（2022）年にはドイツ（ベルリン）で「Ｇ７男女共同参画担当

大臣共同声明」が取りまとめられるなど、この会合から男女共同参画に関する世界的

な動きが進展していきました。

G７サミットにおける男女共同参画・女性活躍担当大臣会合
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第４章　施策の展開　基本目標１ 第４章　施策の展開　基本目標１

【女性活躍推進計画】

１ ワーク・ライフ・
　 バランスの周知・啓発

ワーク・ライフ・バランスの考え方や効果につ
いての啓発を図り、事業主、労働者の双方に対
してその概念を広めます。

育児・介護休業制度の周知・徹底を図るために、
ポスターの掲示やリーフレットの配布を行い
ます。特に男性の育児休業取得率の向上のた
めに、事業主・労働者双方に啓発を図ります。

商工観光課
生涯学習課

商工観光課
生涯学習課

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

３ 事業主へ働き方の
　 見直しの啓発

事業主等に対して、長時間労働の抑制や、男性
の仕事中心の生活に対する見直しの啓発を図
ります。

生涯学習課

５ 職員の育児等支援
　 の充実

市職員が仕事と育児、介護やその他の家庭に
おける活動を両立できるよう、職場環境作り
を推進します。（イクボス宣言等）

総務課

４ 相談窓口の周知
労働者に対して、リーフレット等により、仕事
と生活の調和に関する相談窓口の周知を行い
ます。

２ 育児・介護休業制度
　 の普及・啓発

現状と課題

　少子高齢社会の到来や晩婚化・非婚化等を要因とする少子化による人口減少、それによ

る経済環境の変化により、ワーク・ライフ・バランスの実現を図ることは、労働者個人のみ

ならず、経営者や管理職にとっても重要となってきています。

　家庭や地域、職場とのバランスのとれた生活の実現へ向けて、様々な生活環境に応じた

働きやすい、ワーク・ライフ・バランスを実現しやすい雇用環境の整備が必要です。

　さらに、現在女性が中心となっている、子育て、家事、介護について、男性も参画するこ

とや、社会全体で支える仕組み、その支援策の周知、充実といった環境づくりを行ってい

くことが必要です。

施策の方向（２）　ワーク・ライフ・バランスの推進

施策と主な取組

●　ワーク・ライフ・バランスを推進するため、従来の役割分担意識の解消に向けた啓発

　活動や、取組事例の情報発信を行います。

施策　（２）－①　多様なライフスタイルを選択できる環境の整備

　令和４（2022）年11月１日、矢板市では市長、副市長、教育長及び部課長が「イクボ

ス宣言」を行いました。

　イクボスとは、イク（育児）とボス（上司）の造語で、職員の育児や介護をはじめとす

る家庭生活と仕事の両立を支援するとともに、自らも職員の先頭に立って私生活と仕

事の調和を実践する上司のことです。

　矢板市役所では、特に職員の育児休業や育児参加を促進するため職務の調整などを

行うとともに、職員一人ひとりが個性と能力を十分に発揮できる職場づくりを進める

ことで、職場における職員のサポート体制の充実を図っていきます。

イクボス宣言ってなに？

施策　（２）－②　子育てや介護に対する社会的支援の充実

●　未就学の子どもを持つ保護者のニーズを注視するとともに、様々な働き方をサポー

　トできる幼児期の教育、保育サービスを充実させ、子育てと仕事の両立のための支援　

　を行います。

●　放課後子ども教室などの地域子ども・子育て支援事業の円滑な実施を行います。

●　介護サービス供給基盤の整備や質の向上を支援するとともに、地域で協力体制を促

　すことで、介護を社会全体で支援する環境づくりを行います。

●　育児・介護休業制度に対する認識は広まっていますが、依然として出産・育児により

　就業を断念せざるを得ない女性がいるため、制度の一層の周知と定着を図ります。

　また、男性の制度利用の促進や、事業主へ働き方の見直し啓発を図ります。

●　仕事や家庭生活を充実させるためには、子育てや介護に対する支援が必要な場面が

　あります。子育て世代や介護者のニーズを把握し、必要とする人に必要な支援がスムー

　ズに行える体制を整えます。

１ こども医療費助成
　 の実施

子どもの医療費を助成し、子どもの健康向上
や病気の早期発見につなげます。

子ども課

具体的な施策 施策の内容 担当課

２ 保育サービスの充実
低年齢児保育、延長保育、病児・病後児保育、一
時保育、障がい児保育を実施し、多様なニーズ
に応えた保育サービスを提供します。

子ども課

３ ファミリーサポート
　 センター事業推進

ファミリーサポートセンターを設置し、地域
全体で子育て家庭を支援していきます。また、
会員等に対する交流会、研修会を開催します。

子ども課
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具体的な施策 施策の内容 担当課

ひとり親家庭の精神的・経済的支援のため、母
子・父子自立支援員兼婦人相談員の設置、児童
扶養手当・遺児手当等の支給、ひとり親家庭医
療費助成を行います。

子ども課

４ 赤ちゃんの駅整備
　 事業

乳幼児を連れた保護者が外出しやすい環境を
整えるために、市内に「赤ちゃんの駅」を設置
するとともに、その周知を図ります。

子ども課

８ 障がい福祉サービス
　 の充実

障がい福祉サービスの制度の周知を図るとと
もに、個々のケースに合ったサービスを提供
します。

社会福祉課

７ 在宅介護者の支援

・看護師による訪問指導を行い、介護者への助
 言を行います。
・家族介護者のつどい「りんごの会」を開催し、
 交流会や情報交換を行います。
・要介護４又は要介護５に認定された方と同
 一世帯で、在宅にて常時介護されている方に
 矢板市在宅寝たきり老人等介護手当を支給
 します。

高齢対策課

５ ひとり親家庭の支援

６ 介護サービスの周
　 知・啓発

介護保険制度の周知を図るとともに、個々の
ケースに合ったサービス利用の啓発を行います。

高齢対策課

１ 家庭内の家事等の役
　 割分担の見直し啓発

家庭内での固定的な役割分担意識の解消のた
めに、様々な世代を対象として啓発を行います。

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

２ 父親の家事・育児・
　 介護参加の推進

・父親の家事、育児や介護への参加を促すため
 に、男性を対象とした男女共同参画に関する
 講座を開催します。
・男女共同参画行政広報紙「ラポール」において、
 男性の様々な取り組みを紹介します。

生涯学習課

●　家庭内での固定的な役割分担意識の解消のために、男性の家事や子育て、介護などの

　取組事例を広報・啓発していきます。

●　男性の家事や育児や介護への参加を促すために、男性を対象とした男女共同参画に

　関する講座を開催します。

施策　（２）－③　男性の家事・子育て・介護等への参画促進

現状と課題

　人の価値観や意識は、家庭、学校、地域社会で形成されていくことから、あらゆる場面で

の男女共同参画意識の醸成へ向けた教育を行っていきます。

　また、成長段階などあらゆる年代において、男女共同参画を学ぶことができる学習環境

を整備します。

施策の方向（３）　男女共同参画に関する教育・学習機会の充実

施策と主な取組

●　男女共同参画に関する学習機会として、多様な講座や講演会を実施します。

●　国や県、各種団体が実施する研修会等の情報提供に努めます。

施策　（３）－①　地域における学習機会の充実

１ やいたみんなのつ
　 どいの開催

男女共同参画社会実現のための講演会を開催
します。老若男女問わず参加できるテーマの
設定、日時の工夫を行います。

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

３ 公民館講座の開催
矢板、泉、片岡公民館で様々な世代を対象とし
た講座を開催し、講座の中には男女共同参画や
人権に関するテーマを取り入れます。

生涯学習課
各公民館

２ 出前講座の開催
男女共同参画啓発活動団体“グループあい”や
行政職員による出前講座を実施します。

生涯学習課
各課

●　児童や生徒が、性別による役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイ

　アス）を持たないよう、男女平等や男女相互の理解と協力の重要性等についての教育を

　行います。

●　固定観念にとらわれない様々な生き方ができるよう、教育を行います。

●　児童生徒の発達の段階に応じて生命の大切さを理解し、互いの性を尊重する教育を

　行います。

施策　（３）－②　男女共同参画に関する学校教育の充実・強化

１ 人権教育の充実
県や市の人権教育基本方針を踏まえ、人権教
育に積極的に取り組みます。

総務課
教育総務課
生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

第４章　施策の展開　基本目標１ 第４章　施策の展開　基本目標１
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 一世帯で、在宅にて常時介護されている方に
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・父親の家事、育児や介護への参加を促すため
 に、男性を対象とした男女共同参画に関する
 講座を開催します。
・男女共同参画行政広報紙「ラポール」において、
 男性の様々な取り組みを紹介します。

生涯学習課

●　家庭内での固定的な役割分担意識の解消のために、男性の家事や子育て、介護などの

　取組事例を広報・啓発していきます。

●　男性の家事や育児や介護への参加を促すために、男性を対象とした男女共同参画に

　関する講座を開催します。
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　人の価値観や意識は、家庭、学校、地域社会で形成されていくことから、あらゆる場面で

の男女共同参画意識の醸成へ向けた教育を行っていきます。

　また、成長段階などあらゆる年代において、男女共同参画を学ぶことができる学習環境

を整備します。
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●　男女共同参画に関する学習機会として、多様な講座や講演会を実施します。
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施策　（３）－①　地域における学習機会の充実
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男女共同参画社会実現のための講演会を開催
します。老若男女問わず参加できるテーマの
設定、日時の工夫を行います。
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た講座を開催し、講座の中には男女共同参画や
人権に関するテーマを取り入れます。
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２ 出前講座の開催
男女共同参画啓発活動団体“グループあい”や
行政職員による出前講座を実施します。
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　アス）を持たないよう、男女平等や男女相互の理解と協力の重要性等についての教育を

　行います。

●　固定観念にとらわれない様々な生き方ができるよう、教育を行います。

●　児童生徒の発達の段階に応じて生命の大切さを理解し、互いの性を尊重する教育を

　行います。

施策　（３）－②　男女共同参画に関する学校教育の充実・強化

１ 人権教育の充実
県や市の人権教育基本方針を踏まえ、人権教
育に積極的に取り組みます。

総務課
教育総務課
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第４章　施策の展開　基本目標１第４章　施策の展開　基本目標１



第４章　施策の展開　基本目標１ 第４章　施策の展開　基本目標２

具体的な施策 施策の内容 担当課

２ 教職員の指導力の
　 向上

教職員自身の人権感覚、人権意識の醸成のた
めの校内研修や、教育委員会主催研修の充実
を図ります。

教育総務課

３ 道徳教育・保健体育
　 の充実

道徳・保健体育の指導計画に「人権尊重や男
女平等」、「性に関する題材」を位置付け、指導
の充実を図ります。

教育総務課

４ キャリア教育・進路
　 指導の充実

女性の社会参加や地位向上についての認識を
もった勤労・職業への意識の育成を図り、性別
の枠にとらわれない進路を拡充します。

教育総務課

２ 幼児教育学級の開催
未就学児と保護者を対象として幼児教育学級
を開催し、子育ての情報交換や心と身体のリ
フレッシュを図ります。

矢板公民館

３ 家庭教育オピニオ
　 ンリーダーの育成

栃木県で開催される家庭教育オピニオンリー
ダー研修への参加者の推薦、研修終了者の
フォローアップを行います。

生涯学習課

４ 子育て学習講座の
　 開催

就学時健康診断の際、保護者を対象に子育て
講座を開催し、子育てに関する相談や、情報提
供、仲間づくりを行います。

生涯学習課

５ 親学習プログラム
　 指導者の育成

栃木県で開催される親学習プログラム指導者
研修への参加者を推薦し、指導者の育成及び
人材の確保に努めます。

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

１ 家庭教育学級・家庭
　 教育講演会の開催

・各地域で参加者を募り、家庭教育学級を開催
 し、子育てについて学ぶとともに親同士のネ
 ットワークづくりを行います。
・保護者を対象とした家庭教育講演会を矢板、
 泉、片岡公民館合同で開催します。

各公民館

●　核家族化による子育てに関する学習機会の減少を解消するため、子育てについて学

　ぶ機会の充実を図ります。

●　家庭における男女共同参画を推進するため、研修を実施します。

●　家庭における男女共同参画の実例や講演会などの情報提供に努めます。

施策　（３）－③　家庭教育の支援充実

基本目標２　男女共同参画の促進～分かちあい～

現状と課題

　男女共同参画を実現することで、社会の活力を高めるためには、性別や人種等にとらわ

れることなく、様々な人材を登用し、様々な立場の意見を取り入れることが必要です。

　そのため、まず市では審議会、委員会等の委員への女性の積極的な登用や、管理職にお

ける女性の割合の増加をはじめ具体的な活動を促進します。

　さらに、自らの意思で、それぞれの分野に参画できる学習機会の提供やその情報提供を

行います。

　また、男女共同参画の視点を生かして避難所の運営等が行われるよう、平常時から他市

町との情報交換と啓発を行います。

施策の方向（１）　地域・社会における男女共同参画の推進

施策と主な取組

●　政策・方針決定の場における男性中心の委員構成を見直し、女性の積極的な参画の推

　進を図ります。

●　男女共に、各種委員等へ女性が参画することへの抵抗感をなくす取組に努めます。

施策　（1）－①　政策・方針決定過程への女性の参画推進

具体的な施策 施策の内容 担当課

行政区の方針決定の場に女性の意見を反映させ
るために、女性の登用を働きかけます。

総務課
２ 区長会等役員への
　 女性の積極的な登用

・性別にとらわれずに個々の能力・適正を把
 握し、幅広い人員配置や女性の管理職への
 登用を行います。
・事業主に対し、女性の職域の拡大について
 の啓発や、情報提供に努めます。

総務課

商工観光課
生涯学習課

３ 女性の登用・活用の
　 推進

１ 市の各種委員会や
　 審議会等への女性
　 の登用促進

各種委員会への選出方法の見直しや、公募委
員の導入を行い、女性委員比率の向上を図り
ます。

各課
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生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

１ 家庭教育学級・家庭
　 教育講演会の開催
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 し、子育てについて学ぶとともに親同士のネ
 ットワークづくりを行います。
・保護者を対象とした家庭教育講演会を矢板、
 泉、片岡公民館合同で開催します。

各公民館

●　核家族化による子育てに関する学習機会の減少を解消するため、子育てについて学

　ぶ機会の充実を図ります。

●　家庭における男女共同参画を推進するため、研修を実施します。

●　家庭における男女共同参画の実例や講演会などの情報提供に努めます。

施策　（３）－③　家庭教育の支援充実

基本目標２　男女共同参画の促進～分かちあい～

現状と課題

　男女共同参画を実現することで、社会の活力を高めるためには、性別や人種等にとらわ

れることなく、様々な人材を登用し、様々な立場の意見を取り入れることが必要です。

　そのため、まず市では審議会、委員会等の委員への女性の積極的な登用や、管理職にお

ける女性の割合の増加をはじめ具体的な活動を促進します。

　さらに、自らの意思で、それぞれの分野に参画できる学習機会の提供やその情報提供を

行います。

　また、男女共同参画の視点を生かして避難所の運営等が行われるよう、平常時から他市

町との情報交換と啓発を行います。

施策の方向（１）　地域・社会における男女共同参画の推進

施策と主な取組

●　政策・方針決定の場における男性中心の委員構成を見直し、女性の積極的な参画の推

　進を図ります。
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２ 区長会等役員への
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・性別にとらわれずに個々の能力・適正を把
 握し、幅広い人員配置や女性の管理職への
 登用を行います。
・事業主に対し、女性の職域の拡大について
 の啓発や、情報提供に努めます。

総務課

商工観光課
生涯学習課

３ 女性の登用・活用の
　 推進

１ 市の各種委員会や
　 審議会等への女性
　 の登用促進

各種委員会への選出方法の見直しや、公募委
員の導入を行い、女性委員比率の向上を図り
ます。

各課
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第４章　施策の展開　基本目標２ 第４章　施策の展開　基本目標２

指導者養成のための講座の開催や、県で開催され
る各種講座への参加促進を行います。

生涯学習課
各公民館

１ 各種指導者養成講
　 座の開催

地域で活躍する女性の育成に努め、矢板市女性団
体連絡協議会の活動支援を行います。

生涯学習課
２ 女性団体の育成・
　 支援

●　地域リーダーとなる人材に、自信をもって活動するため、スキルアップの学習機会や

　情報提供を行います。

●　女性団体等の育成・支援を図り、新たな人材の発掘・育成に努めます。

施策　（1）－②　女性の人材育成の促進

具体的な施策 施策の内容 担当課

●　地域活動やボランティア活動における男女共同参画促進のため、支援等を行います。

●　様々なボランティア活動や各種団体について情報発信を行い、参加促進を図ります。

施策　（1）－③　地域活動とボランティア活動への支援等

・自治会、育成会、シニアクラブなどの活動や、
 サークル活動、防犯活動といった様々な地
 域活動に対する助言や各種団体の支援を行
 います。
・「生涯学習情報：まなび」による情報提供を
 行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

コミュニティ活動の集会場所の提供や、様々
な講座等の開催による学習機会の提供を行
います。

各公民館

２ 地域活動の機会充実
各種まちづくり活動やイベントの開催や支援
を行い、地域活動や自治公民館活動を主体的
に取り組める環境を整えます。

１ 地域活動への参加
　 促進

５ 公民館活動の充実

自立したコミュニティ活動のための支援を
行います。

生涯学習課
各公民館

４ 地域コミュニティ
　 支援

転入者等を対象に、「行政区加入のご案内」チラシ
の配付を行い、行政区への加入促進を図ります。

３ 行政区への加入促進

地域で昔から行われている行事を拡充し、世代
間の交流を図るための助言や支援を行います。

生涯学習課
６ 心の教育推進事業
　 の実施

生涯学習課
各公民館

総務課

各課

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

７ ボランティア、ボラ
　 ンティアリーダーの
　 養成

生涯学習課
社会福祉協議会

社会福祉協議会でのボランティアの交流、ボラ
ンティア支援センター機能の充実を図り、団体
相互の連携を深めます。

８ わいわいバンク・学
　 校支援ボランティア
　 の整備・育成

生涯学習課

市民自らが学校や市民の要請に応えてボラン
ティア講師となる「わいわいバンク」、「学校支
援ボランティア」への登録促進、登録者のスキ
ルアップ支援を行います。

地域における市民の避難誘導、被災者の救護、
地域安全等の活動を担う女性の育成に努めます。

社会福祉課
生活環境課

１ 女性防火クラブの
　 育成・強化

避難所において、女性等に配慮した良好な生
活環境を確保します。

社会福祉課
生活環境課

３ 避難所における生
　 活環境の確保

●　女性消防団員の加入促進を図るとともに、女性防火クラブの育成・強化を図ります。

●　避難所の運営における女性の参画を推進します。

施策　（1）－④　防災分野における男女共同参画の推進

具体的な施策 施策の内容 担当課

２ 防災における男女
　 共同参画 生活環境課

矢板市地域防災計画の規定に基づき、特に被
災者の支援において女性の視点も配慮した
防災対策を進めます。

（女性防火クラブによる啓発活動）
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る各種講座への参加促進を行います。

生涯学習課
各公民館

１ 各種指導者養成講
　 座の開催

地域で活躍する女性の育成に努め、矢板市女性団
体連絡協議会の活動支援を行います。

生涯学習課
２ 女性団体の育成・
　 支援

●　地域リーダーとなる人材に、自信をもって活動するため、スキルアップの学習機会や

　情報提供を行います。

●　女性団体等の育成・支援を図り、新たな人材の発掘・育成に努めます。

施策　（1）－②　女性の人材育成の促進

具体的な施策 施策の内容 担当課

●　地域活動やボランティア活動における男女共同参画促進のため、支援等を行います。

●　様々なボランティア活動や各種団体について情報発信を行い、参加促進を図ります。

施策　（1）－③　地域活動とボランティア活動への支援等

・自治会、育成会、シニアクラブなどの活動や、
 サークル活動、防犯活動といった様々な地
 域活動に対する助言や各種団体の支援を行
 います。
・「生涯学習情報：まなび」による情報提供を
 行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

コミュニティ活動の集会場所の提供や、様々
な講座等の開催による学習機会の提供を行
います。

各公民館

２ 地域活動の機会充実
各種まちづくり活動やイベントの開催や支援
を行い、地域活動や自治公民館活動を主体的
に取り組める環境を整えます。

１ 地域活動への参加
　 促進

５ 公民館活動の充実

自立したコミュニティ活動のための支援を
行います。

生涯学習課
各公民館

４ 地域コミュニティ
　 支援

転入者等を対象に、「行政区加入のご案内」チラシ
の配付を行い、行政区への加入促進を図ります。

３ 行政区への加入促進

地域で昔から行われている行事を拡充し、世代
間の交流を図るための助言や支援を行います。

生涯学習課
６ 心の教育推進事業
　 の実施

生涯学習課
各公民館

総務課

各課

生涯学習課

具体的な施策 施策の内容 担当課

７ ボランティア、ボラ
　 ンティアリーダーの
　 養成

生涯学習課
社会福祉協議会

社会福祉協議会でのボランティアの交流、ボラ
ンティア支援センター機能の充実を図り、団体
相互の連携を深めます。

８ わいわいバンク・学
　 校支援ボランティア
　 の整備・育成

生涯学習課

市民自らが学校や市民の要請に応えてボラン
ティア講師となる「わいわいバンク」、「学校支
援ボランティア」への登録促進、登録者のスキ
ルアップ支援を行います。

地域における市民の避難誘導、被災者の救護、
地域安全等の活動を担う女性の育成に努めます。

社会福祉課
生活環境課

１ 女性防火クラブの
　 育成・強化

避難所において、女性等に配慮した良好な生
活環境を確保します。

社会福祉課
生活環境課

３ 避難所における生
　 活環境の確保

●　女性消防団員の加入促進を図るとともに、女性防火クラブの育成・強化を図ります。

●　避難所の運営における女性の参画を推進します。

施策　（1）－④　防災分野における男女共同参画の推進

具体的な施策 施策の内容 担当課

２ 防災における男女
　 共同参画 生活環境課

矢板市地域防災計画の規定に基づき、特に被
災者の支援において女性の視点も配慮した
防災対策を進めます。

（女性防火クラブによる啓発活動）
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第４章　施策の展開　基本目標２ 第４章　施策の展開　基本目標２

現状と課題

　「誰もが自分らしく生き生きと暮らせる社会」の実現には、性別の区別なく、その個性や

能力を十分に発揮できる職場環境が必要です。

　しかし、女性にとっての職場環境は、結婚、妊娠、出産、子育て等により就業率が低下し、

非正規雇用となる場合が多いなど、課題が多く残っています。

　その課題を解決するため、均等な雇用機会の確保や職場環境の整備などに取り組んで

いきます。

【女性活躍推進計画】

施策の方向（２）　労働分野における男女共同参画の推進

具体的な施策 施策の内容 担当課

ポスターの掲示やリーフレットの配布、矢板市
ホームページによる制度の普及啓発を図ります。

商工観光課
１ 男女雇用機会均等
　 法の周知徹底

事業主に対し、仕事と生活の調和を図ることの
重要性についての啓発・情報提供を行います。

商工観光課
生涯学習課

２ 事業主への各種支
　 援制度の情報提供

事業主に対し、女性の職域の拡大についての啓
発や、情報提供に努めます。

商工観光課
生涯学習課

３ 女性の登用・活用の
　 推進【再掲】

窓口にセミナー・説明会等のチラシを置き、就業
につながる情報の提供を図ります。

商工観光課４ 労働情報提供の推進

５ 労働環境の改善促進
事業主に対し、長時間労働の抑制や、男性の仕
事中心のライフスタイルなど働き方の見直し
について啓発を行います。

商工観光課

施策と主な取組

施策　（２）－①　男女の均等な雇用機会と待遇の確保

●　関係機関と連携しながら、事業主や労働者に対して、研修や男女共同参画行政広報紙

　「ラポール」により、男女雇用機会均等法の趣旨、内容理解を深めるための取組や周知を

　行います。

●　妊娠・出産を理由に不利益を受けず、継続的に就労できる環境づくりを推進します。

具体的な施策 施策の内容 担当課

出産・育児・介護等を理由に退職し、働く意欲の
ある女性の再就職のための支援を行います。

商工観光課
生涯学習課

５ 女性の再就職・再雇
 　用のための支援

農業経営改善計画相談会を行い、男女共同参画
の視点にたった指導・助言を行います。

農林課
４ 農業経営改善計画
 　相談会の開催

農林業、自営業等における男女共同参画の啓発
を行い、女性の経営参画を推進します。

農林課
商工観光課

３ 女性企業家の育成・
 　支援

２ セクシュアルハラ
　 スメント防止の啓発

職場におけるセクシュアルハラスメントの
防止のため、広報やいた、矢板市ホームページ
による労使双方に対する啓発を行います。

商工観光課
生涯学習課

１ 職場における固定
　 的性別役割分担意
　 識の解消に向けた
 　啓発

職場における固定的性別役割分担意識を解消
するために、事業主への働きかけを行います。

商工観光課
生涯学習課

施策　（２）－②　女性が能力を発揮するための職場環境の整備促進

●　女性が職場において能力を発揮できる環境をつくるために、固定的な性別役割分担

　意識の解消に向け、講習会等を実施します。

●　セクシュアルハラスメントやマタニティハラスメント、パワーハラスメントなどの

　防止のため、広報やいた等により、労使双方に啓発活動を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

労働者に対し、広報やいたや矢板市ホームペ
ージによる制度の普及啓発を図ります。

商工観光課
６ 外部公益通報制度
　 の周知徹底

施策　（２）－③　管理職への女性登用の促進

●　管理職への女性登用を促進し、女性の積極的な参画の推進を図ります。

●　女性管理職比率の向上等、各事業所における女性の活躍を推進するため、各事業主に

　啓発、情報提供を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

１ 女性の登用・活用の
　 推進【再掲】

・性別にとらわれずに個々の能力・適正を把握
 し、幅広い人員配置や女性の管理職への登用
 を行います。
・事業主に対し、女性の職域の拡大についての
 啓発や、情報提供に努めます。

総務課

商工観光課
生涯学習課
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能力を十分に発揮できる職場環境が必要です。

　しかし、女性にとっての職場環境は、結婚、妊娠、出産、子育て等により就業率が低下し、

非正規雇用となる場合が多いなど、課題が多く残っています。

　その課題を解決するため、均等な雇用機会の確保や職場環境の整備などに取り組んで

いきます。

【女性活躍推進計画】

施策の方向（２）　労働分野における男女共同参画の推進

具体的な施策 施策の内容 担当課

ポスターの掲示やリーフレットの配布、矢板市
ホームページによる制度の普及啓発を図ります。

商工観光課
１ 男女雇用機会均等
　 法の周知徹底

事業主に対し、仕事と生活の調和を図ることの
重要性についての啓発・情報提供を行います。

商工観光課
生涯学習課

２ 事業主への各種支
　 援制度の情報提供

事業主に対し、女性の職域の拡大についての啓
発や、情報提供に努めます。

商工観光課
生涯学習課

３ 女性の登用・活用の
　 推進【再掲】

窓口にセミナー・説明会等のチラシを置き、就業
につながる情報の提供を図ります。

商工観光課４ 労働情報提供の推進

５ 労働環境の改善促進
事業主に対し、長時間労働の抑制や、男性の仕
事中心のライフスタイルなど働き方の見直し
について啓発を行います。

商工観光課

施策と主な取組

施策　（２）－①　男女の均等な雇用機会と待遇の確保

●　関係機関と連携しながら、事業主や労働者に対して、研修や男女共同参画行政広報紙

　「ラポール」により、男女雇用機会均等法の趣旨、内容理解を深めるための取組や周知を

　行います。

●　妊娠・出産を理由に不利益を受けず、継続的に就労できる環境づくりを推進します。

具体的な施策 施策の内容 担当課

出産・育児・介護等を理由に退職し、働く意欲の
ある女性の再就職のための支援を行います。

商工観光課
生涯学習課

５ 女性の再就職・再雇
 　用のための支援

農業経営改善計画相談会を行い、男女共同参画
の視点にたった指導・助言を行います。

農林課
４ 農業経営改善計画
 　相談会の開催

農林業、自営業等における男女共同参画の啓発
を行い、女性の経営参画を推進します。

農林課
商工観光課

３ 女性企業家の育成・
 　支援

２ セクシュアルハラ
　 スメント防止の啓発

職場におけるセクシュアルハラスメントの
防止のため、広報やいた、矢板市ホームページ
による労使双方に対する啓発を行います。

商工観光課
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１ 職場における固定
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　 識の解消に向けた
 　啓発
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するために、事業主への働きかけを行います。
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施策　（２）－②　女性が能力を発揮するための職場環境の整備促進

●　女性が職場において能力を発揮できる環境をつくるために、固定的な性別役割分担

　意識の解消に向け、講習会等を実施します。

●　セクシュアルハラスメントやマタニティハラスメント、パワーハラスメントなどの

　防止のため、広報やいた等により、労使双方に啓発活動を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

労働者に対し、広報やいたや矢板市ホームペ
ージによる制度の普及啓発を図ります。

商工観光課
６ 外部公益通報制度
　 の周知徹底

施策　（２）－③　管理職への女性登用の促進

●　管理職への女性登用を促進し、女性の積極的な参画の推進を図ります。

●　女性管理職比率の向上等、各事業所における女性の活躍を推進するため、各事業主に

　啓発、情報提供を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

１ 女性の登用・活用の
　 推進【再掲】

・性別にとらわれずに個々の能力・適正を把握
 し、幅広い人員配置や女性の管理職への登用
 を行います。
・事業主に対し、女性の職域の拡大についての
 啓発や、情報提供に努めます。

総務課

商工観光課
生涯学習課
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現状と課題

　少子高齢化や核家族化が進む中、地域コミュニティの維持や地域内の連携を強め、豊か

な生活を送るためには、男女共同参画の実現が必要です。

　また、自分らしく生き生きと暮らすためには、心身ともに健康である必要があります。

　その健康づくりを支援するため、情報発信や健康づくり事業の充実を図ります。

施策の方向（３）　健康や生きがいづくりの推進

施策と主な取組

施策　（３）－①　ライフステージに応じた健康の維持・増進への支援

●　男女の性差と各人に応じた健康増進を図るため、生涯スポーツを推進します。

●　健康づくりに関する情報を気軽に入手できるよう、情報誌の発行等を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

１ 生涯スポーツの
 　推進

・各種教室の委託開催等により、健康づくり、
 仲間づくりの場を提供します。
・「生涯学習情報：まなび」による情報提供を行
 います。
・国体レガシー事業として女性のスポーツ参
 画を推進します。

生涯学習課

ウォーキング教室・健康運動教室、病態別の健
康教室等を継続的に実施します。

健康増進課４ 各種健康教室の開催

運動や食事等の食生活に関する相談を継続的
に実施します。

健康増進課５ 健康栄養相談

２ 矢板すこやか体操
 　の普及

スポーツフェスティバルやシルバースポーツ
大会など、多くの市民が集まる事業を活用し、
普及に努めます。

健康増進課

３ 各種介護予防教室
 　の開催

いきいき体操教室や認知症予防教室等を開催
し、高齢者の健康づくりと介護予防を推進し
ます。

高齢対策課

　矢板市では、令和４（2022）年10月、第77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国

体」において、初開催となるサッカー競技・少年女子種別を実施し、全国から来訪した

女子選手の活躍を間近に見ることができました。

　国体会期前には、女子サッカー・元なでしこジャパン監督の高倉麻子さんと元選手

の手塚貴子さんを講師として招聘し、スポーツ界で活躍する女性をテーマとした講演

会を開催するなど、女性のスポーツ参画の推進を図っております。

　女性の活躍を国体レガシーとして継承することで、男女共同参画への機運がますま

す高まっていくことが期待されます。

スポーツ界で活躍する女性と国体レガシー

施策　（３）－②　生涯を通した学びや生きがいづくりへの支援

●　生きがいをもった人生を送るために、仲間づくりの支援を行います。

●　高齢者がこれまで培ってきた知識や経験を生かし、自己実現が図られるよう、多様な

　社会活動への参加や就業機会の確保、学習機会の提供を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

シニアクラブ活動のための支援を行います。 高齢対策課
１ シニアクラブの活
　 動支援

窓口にセミナー・説明会等のチラシを置き、
就業につながる情報の提供を図ります。

商工観光課
３ 労働情報提供の
　 推進【再掲】

２ 公民館活動の充実
　 【再掲】

コミュニティ活動の集会場所の提供や、様々
な講座等の開催による学習機会の提供を行
います。

各公民館

第４章　施策の展開　基本目標２ 第４章　施策の展開　基本目標２

現状と課題
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な生活を送るためには、男女共同参画の実現が必要です。

　また、自分らしく生き生きと暮らすためには、心身ともに健康である必要があります。

　その健康づくりを支援するため、情報発信や健康づくり事業の充実を図ります。

施策の方向（３）　健康や生きがいづくりの推進

施策と主な取組

施策　（３）－①　ライフステージに応じた健康の維持・増進への支援

●　男女の性差と各人に応じた健康増進を図るため、生涯スポーツを推進します。

●　健康づくりに関する情報を気軽に入手できるよう、情報誌の発行等を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

１ 生涯スポーツの
 　推進

・各種教室の委託開催等により、健康づくり、
 仲間づくりの場を提供します。
・「生涯学習情報：まなび」による情報提供を行
 います。
・国体レガシー事業として女性のスポーツ参
 画を推進します。

生涯学習課

ウォーキング教室・健康運動教室、病態別の健
康教室等を継続的に実施します。

健康増進課４ 各種健康教室の開催

運動や食事等の食生活に関する相談を継続的
に実施します。

健康増進課５ 健康栄養相談

２ 矢板すこやか体操
 　の普及

スポーツフェスティバルやシルバースポーツ
大会など、多くの市民が集まる事業を活用し、
普及に努めます。

健康増進課

３ 各種介護予防教室
 　の開催

いきいき体操教室や認知症予防教室等を開催
し、高齢者の健康づくりと介護予防を推進し
ます。

高齢対策課

　矢板市では、令和４（2022）年10月、第77回国民体育大会「いちご一会とちぎ国

体」において、初開催となるサッカー競技・少年女子種別を実施し、全国から来訪した

女子選手の活躍を間近に見ることができました。

　国体会期前には、女子サッカー・元なでしこジャパン監督の高倉麻子さんと元選手

の手塚貴子さんを講師として招聘し、スポーツ界で活躍する女性をテーマとした講演

会を開催するなど、女性のスポーツ参画の推進を図っております。

　女性の活躍を国体レガシーとして継承することで、男女共同参画への機運がますま

す高まっていくことが期待されます。

スポーツ界で活躍する女性と国体レガシー

施策　（３）－②　生涯を通した学びや生きがいづくりへの支援

●　生きがいをもった人生を送るために、仲間づくりの支援を行います。

●　高齢者がこれまで培ってきた知識や経験を生かし、自己実現が図られるよう、多様な

　社会活動への参加や就業機会の確保、学習機会の提供を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

シニアクラブ活動のための支援を行います。 高齢対策課
１ シニアクラブの活
　 動支援

窓口にセミナー・説明会等のチラシを置き、
就業につながる情報の提供を図ります。

商工観光課
３ 労働情報提供の
　 推進【再掲】

２ 公民館活動の充実
　 【再掲】

コミュニティ活動の集会場所の提供や、様々
な講座等の開催による学習機会の提供を行
います。

各公民館
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第４章　施策の展開　基本目標３ 第４章　施策の展開　基本目標３

【用語解説】

「ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）」とは

　英語の「domestic violence」をカタカナで表記したものです。「ドメスティック・バイオ

レンス」の用語については、明確な定義はありませんが、日本では「配偶者や恋人など親密な

関係にある、又はあったものから振るわれる暴力」という意味で使用されることが多いです。

「民間シェルター」とは

　民間団体によって運営されている暴力を受けた被害者が緊急一時的に避難できる施設で

す。現在民間シェルターでは、被害者の一時保護にとどまらず、相談への対応、被害者の自立

へ向けたサポートなど、被害者に対する様々な援助を行っています。

（出典：内閣府男女共同参画局）

基本目標３　人権の尊重と暴力の根絶～補いあう～

【ＤＶ防止基本計画】

現状と課題

　男女が平等でお互いを尊重し対等な関係を進める「男女共同参画社会」を実現させるた

めには、女性等に対するあらゆる暴力の根絶が必要不可欠となります。

　そこで、配偶者からの暴力被害者等の支援体制の充実を図るとともに、支援対策を実施

します。

施策の方向（１）　あらゆる暴力の根絶

１ ＤＶやストーカー
　 被害者に対する相
　 談窓口の充実

子ども課に婦人相談員を配置し、被害者から
の各種相談に応じ、状況に応じた助言や情報
提供を行います。

子ども課

２ ＤＶ被害者の安全
　 確保と自立支援の
　 充実

ＤＶ被害者の安全確保のため、一時保護や民
間シェルターへの入所を支援し、その後の自
立支援を行います。

子ども課

３ 関係機関との連携
　 強化

とちぎ男女共同参画センターや民間支援団
体などの関係機関との連携を強化し、ＤＶ
被害者へのきめ細やかな対応に努めます。

子ども課

５ 住民基本台帳事務
　 におけるＤＶ等支
 　援措置

ＤＶやストーカー等被害者の方を保護するた
め、住民票の写し等の交付等について、不当な
目的により利用されることを防止します。

市民課

人権擁護委員による人権相談を実施し、状況
に応じた助言や情報提供を行います。

総務課４ 人権相談事業

施策と主な取組

●　ＤＶ被害者等の支援のため、相談体制の充実を図ります。

●　危険な状況の被害者を保護し、安全な生活場所の提供等自立支援を行います。

●　民間支援団体や関係機関との連携を強化し、被害者へのきめ細かな対応に努めます。

施策　（1）－①　配偶者からの暴力被害者（ＤＶ被害者）等支援対策の推進

具体的な施策 施策の内容 担当課

１ ＤＶ防止に関する
　 啓発活動

ポスターの掲示やリーフレットの配布により、
ＤＶが重大な人権侵害であり犯罪であるとい
う認識の啓発を行います。

総務課
子ども課

生涯学習課

４ 障がい者虐待防止
　 啓発事業

虐待防止専門員を配置し、住民及び関係者へ
の周知を図るとともに、虐待に関する相談指
導助言等を行います。

社会福祉課

５ 高齢者虐待防止啓
 　発事業

地域包括支援センターと連携し、高齢者や介
護者および関係者への周知と相談・支援等を
行います。

高齢対策課

２ 「女性に対する暴力
　 をなくす運動」の推
　 進

「女性に対する暴力をなくす運動」の期間
（11月12日～25日）において普及啓発活動
を行います。

子ども課
生涯学習課

男女共同参画啓発活動団体“グループあい”
や行政職員による出前講座を実施します。

生涯学習課
６ 出前講座の実施
　 【再掲】

県内各地で行われる人権に関する講座や講
演会の情報をとりまとめ、発信します。

総務課
生涯学習課

７ 人権に関する講座、
　 講演会の情報提供

家庭相談員・育児支援家庭訪問支援員を配置し、
各種相談に応じるとともに支援を行います。

子ども課
３ 児童虐待防止啓発
　 事業

●　ＤＶの防止など、あらゆる暴力の根絶に向けた啓発活動を行います。

施策　（1）－②　あらゆる暴力の根絶に向けての意識啓発

具体的な施策 施策の内容 担当課

第４章　施策の展開　基本目標３ 第４章　施策の展開　基本目標３
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家庭相談員・育児支援家庭訪問支援員を配置し、
各種相談に応じるとともに支援を行います。

子ども課
３ 児童虐待防止啓発
　 事業

●　ＤＶの防止など、あらゆる暴力の根絶に向けた啓発活動を行います。

施策　（1）－②　あらゆる暴力の根絶に向けての意識啓発

具体的な施策 施策の内容 担当課
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第４章　施策の展開　基本目標３

３ 家庭等における
 　様々なハラスメント
　 防止の啓発

家庭等における様々なハラスメントの防止の
ため、広報やいた、矢板市ホームページによる
啓発を行います。

生涯学習課

職場におけるセクシュアルハラスメントの
防止のため、広報やいた、矢板市ホームページ
による労使双方に対する啓発を行います。

商工観光課
生涯学習課

２ セクシュアルハラ
 　スメント防止の啓発
　 【再掲】

施策　（１）－③　あらゆるハラスメント防止の啓発

●　ハラスメント防止のため、研修や啓発活動を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

市におけるハラスメント被害者のため、相談
員を配置し、ハラスメントに対応する体制を
整えます。また、ハラスメントに関する基本的
な事項についての理解及びハラスメント防止
のための研修を実施します。

総務課
１ 職場におけるハラ
 　スメント防止の啓発

第４章　施策の展開　基本目標３

現状と課題

　単身世帯、ひとり親世帯等の増加や雇用・就業構造の変化などにより、貧困など経済上

の困難に直面して生活している女性等が増えてきています。

　また、高齢者、障がい者、外国人等は、厳しい生活環境となる場合があり、特に、女性にお

いては、現在の社会環境により、複合的な問題でより一層厳しい立場となる場合があります。

　そのような困難を抱える女性等を支援するため、支援体制を充実させるとともに、支援

対策もきめ細かなものとしていきます。

　さらに、支援を必要とする人への周知活動も実施します。

施策の方向（２）　困難等を抱える女性等への支援

施策と主な取組

施策　（２）－①　貧困に直面する女性等に対する支援

●　ひとり親家庭など生活上の困難に直面する男女に対し、安全で安心な生活環境の確

　保に向けた支援を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

ファミリーサポートセンター事業の事業周
知を図り、母子、父子を支援できる体制を整
えます。

子ども課
１ ファミリーサポー
　 トセンター事業の
　 利用促進

２ ひとり親家庭就労
　 支援事業

母子家庭の母及び父子家庭の父が教育訓練
講座を受講した場合に、受講に要した経費
の一部を支給します。

子ども課

３ ひとり親家庭医療
　 費助成事業

１８歳の年度末までの児童を養育している
ひとり親家庭に対して、医療機関で支払った
医療費を助成します。

子ども課

４ 児童扶養手当支給
　 事業

１８歳の年度末までの児童を養育している
ひとり親家庭に対し、家庭の生活の安定と自
立を促進するため、手当を支給します。

子ども課

５ 母子父子寡婦福祉
　 貸付事業

母子・父子・寡婦家庭の親及び子どもに対し、
事業・生活・住宅・修学資金等の低金利貸付を
行います。

子ども課

第４章　施策の展開　基本目標３

３ 家庭等における
 　様々なハラスメント
　 防止の啓発

家庭等における様々なハラスメントの防止の
ため、広報やいた、矢板市ホームページによる
啓発を行います。

生涯学習課

職場におけるセクシュアルハラスメントの
防止のため、広報やいた、矢板市ホームページ
による労使双方に対する啓発を行います。

商工観光課
生涯学習課

２ セクシュアルハラ
 　スメント防止の啓発
　 【再掲】

施策　（１）－③　あらゆるハラスメント防止の啓発

●　ハラスメント防止のため、研修や啓発活動を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

市におけるハラスメント被害者のため、相談
員を配置し、ハラスメントに対応する体制を
整えます。また、ハラスメントに関する基本的
な事項についての理解及びハラスメント防止
のための研修を実施します。

総務課
１ 職場におけるハラ
 　スメント防止の啓発

第４章　施策の展開　基本目標３

現状と課題

　単身世帯、ひとり親世帯等の増加や雇用・就業構造の変化などにより、貧困など経済上

の困難に直面して生活している女性等が増えてきています。

　また、高齢者、障がい者、外国人等は、厳しい生活環境となる場合があり、特に、女性にお

いては、現在の社会環境により、複合的な問題でより一層厳しい立場となる場合があります。

　そのような困難を抱える女性等を支援するため、支援体制を充実させるとともに、支援

対策もきめ細かなものとしていきます。

　さらに、支援を必要とする人への周知活動も実施します。

施策の方向（２）　困難等を抱える女性等への支援

施策と主な取組

施策　（２）－①　貧困に直面する女性等に対する支援

●　ひとり親家庭など生活上の困難に直面する男女に対し、安全で安心な生活環境の確

　保に向けた支援を行います。

具体的な施策 施策の内容 担当課

ファミリーサポートセンター事業の事業周
知を図り、母子、父子を支援できる体制を整
えます。

子ども課
１ ファミリーサポー
　 トセンター事業の
　 利用促進

２ ひとり親家庭就労
　 支援事業

母子家庭の母及び父子家庭の父が教育訓練
講座を受講した場合に、受講に要した経費
の一部を支給します。

子ども課

３ ひとり親家庭医療
　 費助成事業

１８歳の年度末までの児童を養育している
ひとり親家庭に対して、医療機関で支払った
医療費を助成します。

子ども課

４ 児童扶養手当支給
　 事業

１８歳の年度末までの児童を養育している
ひとり親家庭に対し、家庭の生活の安定と自
立を促進するため、手当を支給します。

子ども課

５ 母子父子寡婦福祉
　 貸付事業

母子・父子・寡婦家庭の親及び子どもに対し、
事業・生活・住宅・修学資金等の低金利貸付を
行います。

子ども課
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具体的な施策 施策の内容 担当課

ひとり親家庭の悩みを解決するため、母子・父
子自立支援員等による相談を実施します。

子ども課
６ ひとり親家庭相談
　 事業

７ 公営住宅入居の推
 　進

性的マイノリティの方やひとり親家庭が民間
賃貸住宅より、低廉な公営住宅に入居すること
によって、住宅費の負担軽減を図ります。

建設課

小・中学校に在学している要保護及び準要保
護児童生徒に対して、学用品費、給食費等の
費用を援助します。

８ 就学援助事業 教育総務課

矢板市育英会が、選考した高校生、専門学校生、
大学生、大学院生に対して、奨学金の貸与・給
付を行います。

９ 奨学金貸与・給付事業 教育総務課

10 女性の再就職・再雇
　　用のための支援
　　【再掲】

出産・育児・介護等を理由に退職し、働く意欲
のある女性の再就職のための支援を行います。

商工観光課
生涯学習課

施策　（２）－②　様々な困難を抱える女性等への支援

●　様々な家庭状況に応じて支援するため、相談体制を充実させます。

●　教育・保育及び子育て支援サービスの充実に努めます。

具体的な施策 施策の内容 担当課

乳幼児を連れた保護者が外出しやすい環境を
整えるために、市内に「赤ちゃんの駅」を設置
するとともに、その周知を図ります。

子ども課
５ 赤ちゃんの駅整備
 　事業【再掲】

支援を必要とする妊産婦及び乳幼児の心身の
健康維持を図るため、必要に応じ保健師等が
訪問による相談を行います。

子ども課
３ 妊産婦及び乳幼児
 　の訪問

産休明けや育児休業明けをはじめ、必要な時
に保育所（園）に入所（園）できるよう、低年齢
児（０～２歳）の受け入れ環境を整えます。

子ども課
２ 低年齢児保育の充
　 実

生後２か月から４か月までの乳児のいる全家
庭に保健師が訪問し、育児相談を実施し、必要
に応じて育児支援家庭訪問支援員の支援につ
なげます。

子ども課
１ こんにちは赤ちゃん
 　事業

子どもの医療費を助成し、子どもの健康向上や
病気の早期発見につなげます。

子ども課
４ こども医療費助成
　 の実施【再掲】

第４章　施策の展開　基本目標３

具体的な施策 施策の内容 担当課

犯罪により被害を受けた者とその家族への支
援を実施します。

生活環境課
10 犯罪被害者等支援
 　 事業

６ ファミリーサポート
　 センター事業推進
　 【再掲】

ファミリーサポートセンターを設置し、地域
全体で子育て家庭を支援していきます。また、
会員等に対する交流会、研修会を開催します。

子ども課

子ども課に婦人相談員を配置し、被害者から
の各種相談に応じ、状況に応じた助言や情報
提供を行います。

７ ＤＶ被害者に対する
　 相談窓口の充実
 　【再掲】

子ども課

ＤＶ被害者の安全確保のため、一時保護や民間
シェルターへの入所を支援し、その後の自立支
援を行います。

８ ＤＶ被害者の安全確
　 保と自立支援の充実
　 【再掲】

子ども課

９ 関係機関との連携
 　強化
 　【再掲】

とちぎ男女共同参画センターや民間支援団体
などの関係機関との連携を強化し、ＤＶ被害
者へのきめ細やかな対応に努めます。

子ども課

第４章　施策の展開　基本目標３

具体的な施策 施策の内容 担当課

ひとり親家庭の悩みを解決するため、母子・父
子自立支援員等による相談を実施します。

子ども課
６ ひとり親家庭相談
　 事業

７ 公営住宅入居の推
 　進

性的マイノリティの方やひとり親家庭が民間
賃貸住宅より、低廉な公営住宅に入居すること
によって、住宅費の負担軽減を図ります。

建設課

小・中学校に在学している要保護及び準要保
護児童生徒に対して、学用品費、給食費等の
費用を援助します。

８ 就学援助事業 教育総務課

矢板市育英会が、選考した高校生、専門学校生、
大学生、大学院生に対して、奨学金の貸与・給
付を行います。

９ 奨学金貸与・給付事業 教育総務課

10 女性の再就職・再雇
　　用のための支援
　　【再掲】

出産・育児・介護等を理由に退職し、働く意欲
のある女性の再就職のための支援を行います。

商工観光課
生涯学習課

施策　（２）－②　様々な困難を抱える女性等への支援

●　様々な家庭状況に応じて支援するため、相談体制を充実させます。

●　教育・保育及び子育て支援サービスの充実に努めます。

具体的な施策 施策の内容 担当課

乳幼児を連れた保護者が外出しやすい環境を
整えるために、市内に「赤ちゃんの駅」を設置
するとともに、その周知を図ります。

子ども課
５ 赤ちゃんの駅整備
 　事業【再掲】

支援を必要とする妊産婦及び乳幼児の心身の
健康維持を図るため、必要に応じ保健師等が
訪問による相談を行います。

子ども課
３ 妊産婦及び乳幼児
 　の訪問

産休明けや育児休業明けをはじめ、必要な時
に保育所（園）に入所（園）できるよう、低年齢
児（０～２歳）の受け入れ環境を整えます。

子ども課
２ 低年齢児保育の充
　 実

生後２か月から４か月までの乳児のいる全家
庭に保健師が訪問し、育児相談を実施し、必要
に応じて育児支援家庭訪問支援員の支援につ
なげます。

子ども課
１ こんにちは赤ちゃん
 　事業

子どもの医療費を助成し、子どもの健康向上や
病気の早期発見につなげます。

子ども課
４ こども医療費助成
　 の実施【再掲】

第４章　施策の展開　基本目標３

具体的な施策 施策の内容 担当課

犯罪により被害を受けた者とその家族への支
援を実施します。

生活環境課
10 犯罪被害者等支援
 　 事業

６ ファミリーサポート
　 センター事業推進
　 【再掲】

ファミリーサポートセンターを設置し、地域
全体で子育て家庭を支援していきます。また、
会員等に対する交流会、研修会を開催します。

子ども課

子ども課に婦人相談員を配置し、被害者から
の各種相談に応じ、状況に応じた助言や情報
提供を行います。

７ ＤＶ被害者に対する
　 相談窓口の充実
 　【再掲】

子ども課

ＤＶ被害者の安全確保のため、一時保護や民間
シェルターへの入所を支援し、その後の自立支
援を行います。

８ ＤＶ被害者の安全確
　 保と自立支援の充実
　 【再掲】

子ども課

９ 関係機関との連携
 　強化
 　【再掲】

とちぎ男女共同参画センターや民間支援団体
などの関係機関との連携を強化し、ＤＶ被害
者へのきめ細やかな対応に努めます。

子ども課

第４章　施策の展開　基本目標３

- 39 -

第
４
章
　
施
策
の
展
開

- 38 -

第
４
章
　
施
策
の
展
開

第４章　施策の展開　基本目標３ 第４章　施策の展開　基本目標３



・国や県の情報を収集し、男女共同参画に関す
 る動向の理解に努めます。
・他市町の計画策定や具体的な施策に関する情
 報を収集・分析するとともに、連携を図ります。

生涯学習課
１ 国、県及び他市町
 　の情報の収集

① 情報の収集と提供

●　計画の推進にあたり、国、県及び他市町との連携を図り、最新の情報や先進事例につ

　いて積極的に情報を収集します。また、市からも情報を積極的に発信し、相互理解に努

　め、つながりを強化します。

具体的な施策 施策の内容 担当課

市の施策、具体的な事例等の情報を県や他市町
に積極的に発信し、連携を図ります。

生涯学習課
２ 情報の提供

計画の推進

矢板市生涯学習館及び各公民館に男女共同参
画情報コーナーを設置し、情報を提供します。

生涯学習課
各公民館

３ 男女共同参画情報
 　コーナーの充実
 　【再掲】

男女共同参画計画の分析と評価をするとともに、
必要に応じて、施策の見直し・改善を図ります。

生涯学習課
３ 計画の見直し・改善

男女共同参画社会の実現へ向けた職場づくり
と、女性活躍の推進に取り組みます。

各課

２ 男女共同参画社会
 　実現のための職場
 　づくりと女性活躍
　 の推進

男女共同参画に関する施策を総合的に推進す
るため、「矢板市男女共同参画社会づくり推進
本部」を中心に、庁内関係各課が連携を強化す
るとともに、男女共同参画の意識をあらゆる
施策に反映させます。

生涯学習課
各課

１ 男女共同参画社会
 　づくり推進本部の
　 機能充実

② 市の推進体制の充実

●　すべての職員が男女共同参画社会の実現をめざして職務にあたるよう、職員に対す

　る意識啓発を行うとともに、庁内の推進体制の充実を図ります。また、計画の分析評価

　を実施し、施策の見直し・改善を図ります。

具体的な施策 施策の内容 担当課

第４章　施策の展開　計画の推進
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資料 　　資料

１－１　主な相談・問合せ電話　（国・警察等）

１－２　主な相談・問合せ電話　（県・市・民間）

２　　　関係法令等

３　　　矢板市男女共同参画計画策定委員会委員名簿

４　　　矢板市男女共同参画社会づくり推進本部設置要綱

５　　　矢板市男女共同参画計画策定委員会設置要綱

資　　　　　　　　料 １－１　主な相談・問合せ電話（国・警察等）

　　 　　 （※相談は無料、秘密は守られます）

相談先 番号

相談先の内容

１　警察相談専用電話 ＃９１１０

２　ＤＶ相談ナビ #８００８

３　女性の人権ホットライン
０５７０－０７０－８１０

（平日８時３０分から１７時１５分）

４　法テラス・サポートダイヤル

　　（犯罪被害者支援ダイヤル）

０１２０－０７９７１４

（平日９時から２１時）

（土曜９時から１７時）

ＩＰ電話は、０３－６７４５－５６０１

　１１０番通報をするほど緊急性のない相談に対応するため、全国統一の相談電話です。

電話をかけると、発信地を管轄する警察本部等に設置された警察相談専用電話に、自動

的に接続されます。

　配偶者や恋人からの暴力に悩んでいることを、どこに相談すればよいかわからないとい

う被害者に、相談機関を案内するサービスです。発信地の情報から、最寄りの相談機関に

電話が自動転送され、直接相談することができます。

　固定電話からだけではなく、携帯電話や公衆電話からも利用することができます。

（ただし、一部のＩＰ電話からは利用できません。）

　法テラスでは、交際相手からの暴力やストーカー被害など、犯罪被害にあわれた方の法的

トラブルの解決に役立つ適切な法制度や相談窓口を、オペレーターが紹介しています。

　メールによるお問い合わせは、法テラス・ホームペ—ジ（https://www.houterasu.or.jp）

で２４時間受け付けています。

　女性の人権ホットラインとは、夫やパートナーからの暴力、職場等におけるセクシュアル・

ハラスメント、ストーカー行為といった女性を巡る様々な人権問題についての相談（性的画

像を含むインターネット上の人権侵害情報に関する相談も含む）を受け付ける専用電話相談

窓口です。相談は、全国の法務局・地方法務局において、女性の人権問題に詳しい法務局

職員または人権擁護委員が対応します。

　全国どこからでもつながります。（ただし、ＩＰ電話からは接続できません。）

資料 　　資料

１－１　主な相談・問合せ電話　（国・警察等）

１－２　主な相談・問合せ電話　（県・市・民間）

２　　　関係法令等

３　　　矢板市男女共同参画計画策定委員会委員名簿

４　　　矢板市男女共同参画社会づくり推進本部設置要綱

５　　　矢板市男女共同参画計画策定委員会設置要綱

資　　　　　　　　料 １－１　主な相談・問合せ電話（国・警察等）

　　 　　 （※相談は無料、秘密は守られます）

相談先 番号

相談先の内容

１　警察相談専用電話 ＃９１１０

２　ＤＶ相談ナビ #８００８

３　女性の人権ホットライン
０５７０－０７０－８１０

（平日８時３０分から１７時１５分）

４　法テラス・サポートダイヤル

　　（犯罪被害者支援ダイヤル）

０１２０－０７９７１４

（平日９時から２１時）

（土曜９時から１７時）

ＩＰ電話は、０３－６７４５－５６０１

　１１０番通報をするほど緊急性のない相談に対応するため、全国統一の相談電話です。

電話をかけると、発信地を管轄する警察本部等に設置された警察相談専用電話に、自動

的に接続されます。

　配偶者や恋人からの暴力に悩んでいることを、どこに相談すればよいかわからないとい

う被害者に、相談機関を案内するサービスです。発信地の情報から、最寄りの相談機関に

電話が自動転送され、直接相談することができます。

　固定電話からだけではなく、携帯電話や公衆電話からも利用することができます。

（ただし、一部のＩＰ電話からは利用できません。）

　法テラスでは、交際相手からの暴力やストーカー被害など、犯罪被害にあわれた方の法的

トラブルの解決に役立つ適切な法制度や相談窓口を、オペレーターが紹介しています。

　メールによるお問い合わせは、法テラス・ホームペ—ジ（https://www.houterasu.or.jp）

で２４時間受け付けています。

　女性の人権ホットラインとは、夫やパートナーからの暴力、職場等におけるセクシュアル・

ハラスメント、ストーカー行為といった女性を巡る様々な人権問題についての相談（性的画

像を含むインターネット上の人権侵害情報に関する相談も含む）を受け付ける専用電話相談

窓口です。相談は、全国の法務局・地方法務局において、女性の人権問題に詳しい法務局

職員または人権擁護委員が対応します。

　全国どこからでもつながります。（ただし、ＩＰ電話からは接続できません。）
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資料

３　矢板市男女共同参画計画策定委員会委員名簿１－２　主な相談・問合せ電話（県・市・民間）

　　 　　 （※相談は無料、秘密は守られます）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

家庭関係

家庭関係

学校・教育関係

学校・教育関係

職場関係

職場関係

地域関係

地域関係

地域関係

吉田　智

井上　悦男

簗瀨　のり子

中嶋　加代子

鈴木　幾久

渡部　貢

宮本　道成

沼田　律子

渡邉　美恵子

区分 備考委員名№

矢板市ＰＴＡ連絡協議会

矢板市保育所（園）保護者会連合会

矢板市小中学校長会

矢板市社会教育委員

矢板公共職業安定所

連合栃木那須地域協議会

大田原人権擁護委員協議会矢板部会

矢板市女性団体連絡協議会

矢板市男女共同参画啓発活動団体

“グループあい”
２　関係法令等

ＤＶ被害等に関する相談先（市・県・民間） 番号（相談時間）

１　市相談窓口

　　子ども課

０２８７－４４－３６００

（平日８時３０分～１７時）

２　県相談窓口　

　　とちぎ男女共同参画センター

０２８－６６５－８７２０

（平日９時～２０時）

（土日９時～１６時）

０２８－６２１－９９９３

（平日９時～１７時）

３　県相談窓口

　　とちぎ性暴力被害者サポートセンター

　　とちエール

４　民間相談窓口

　　認定ＮＰＯ法人ウイメンズハウスとちぎ

０２８－６７８－８２００

または　#８８９１

（平日９時～１７時３０分）

（土曜９時～１２時３０分）

※第２土曜日、日曜日、祝日、

５月３０日、年末年始はお休みです。

時間外は夜間休日コールセンターに

つながり、相談できます。

法令等 発行日または公布日

女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約

男女共同参画社会基本法

売春防止法

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律

栃木県男女共同参画推進条例

矢板市男女共同参画社会づくり推進本部設置要綱

矢板市男女共同参画計画策定委員会設置要綱

昭和６０年（批准）

平成１７年４月１日

平成１９年３月２９日

平成１１年７月１６日
法律第７８号

平成１２年４月１３日
法律第３１号

平成２７年９月４日
法律第６４号

平成１４年１２月２７日
栃木県条例第５８号

昭和３１年
法律第１１８号

平成３０年５月２３日
法律第２８号

　　資料資料

３　矢板市男女共同参画計画策定委員会委員名簿１－２　主な相談・問合せ電話（県・市・民間）

　　 　　 （※相談は無料、秘密は守られます）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

家庭関係

家庭関係

学校・教育関係

学校・教育関係

職場関係

職場関係

地域関係

地域関係

地域関係

吉田　智

井上　悦男

簗瀨　のり子

中嶋　加代子

鈴木　幾久

渡部　貢

宮本　道成

沼田　律子

渡邉　美恵子

区分 備考委員名№

矢板市ＰＴＡ連絡協議会

矢板市保育所（園）保護者会連合会

矢板市小中学校長会

矢板市社会教育委員

矢板公共職業安定所

連合栃木那須地域協議会

大田原人権擁護委員協議会矢板部会

矢板市女性団体連絡協議会

矢板市男女共同参画啓発活動団体

“グループあい”
２　関係法令等

ＤＶ被害等に関する相談先（市・県・民間） 番号（相談時間）

１　市相談窓口

　　子ども課

０２８７－４４－３６００

（平日８時３０分～１７時）

２　県相談窓口　

　　とちぎ男女共同参画センター

０２８－６６５－８７２０

（平日９時～２０時）

（土日９時～１６時）

０２８－６２１－９９９３

（平日９時～１７時）

３　県相談窓口

　　とちぎ性暴力被害者サポートセンター

　　とちエール

４　民間相談窓口

　　認定ＮＰＯ法人ウイメンズハウスとちぎ

０２８－６７８－８２００

または　#８８９１

（平日９時～１７時３０分）

（土曜９時～１２時３０分）

※第２土曜日、日曜日、祝日、

５月３０日、年末年始はお休みです。

時間外は夜間休日コールセンターに

つながり、相談できます。

法令等 発行日または公布日

女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約

男女共同参画社会基本法

売春防止法

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律

政治分野における男女共同参画の推進に関する法律

栃木県男女共同参画推進条例

矢板市男女共同参画社会づくり推進本部設置要綱

矢板市男女共同参画計画策定委員会設置要綱

昭和６０年（批准）

平成１７年４月１日

平成１９年３月２９日

平成１１年７月１６日
法律第７８号

平成１２年４月１３日
法律第３１号

平成２７年９月４日
法律第６４号

平成１４年１２月２７日
栃木県条例第５８号

昭和３１年
法律第１１８号

平成３０年５月２３日
法律第２８号

　　資料
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資料

４　矢板市男女共同参画社会づくり推進本部設置要綱

　　 （設置）

第１条　男女共同参画社会づくりの総合的かつ効果的な推進とその普及を図るため、矢

　板市男女共同参画社会づくり推進本部（以下「本部」という。）を設置する。

　 （所掌事務）

第２条　本部は、次に掲げる事務を所掌する。

  （1）  男女共同参画行政に関する諸施策の総合的な企画及び推進に関すること。

  （2）  男女共同参画行政施策に関する各課間の連絡調整に関すること。

  （3）  矢板市男女共同参画計画あいプランの推進に関すること。

  （4）  その他男女共同参画社会づくりの推進に関すること。

　 （組織）

第３条  本部は、本部長、副本部長及び委員をもって構成する。

２　本部長は、市長をもって充てる。

３　副本部長は、副市長及び教育長をもって充てる。

４　委員は、庁議メンバーをもって充てる。

　 （会議）

第４条  本部会議は、本部長が主宰する。

２  本部長が主宰することができないときは、本部長が副本部長のうちからあらかじめ

　指名する者に、その職務を代行させる。

３　本部長は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求めることができる。

　 （幹事会）

第５条  本部会議に提出する原案の作成及び本部の決定した施策の推進に関し、必要な

　事項を処理するため、本部に矢板市男女共同参画社会づくり幹事会（以下「幹事会」

　という。）を置く。

２　幹事会は、幹事長、副幹事長及び幹事をもって構成する。

３　幹事長は、生涯学習課長をもって充て、幹事会を主宰する。

４　副幹事長は、生涯学習課まなび担当グループリーダーをもって充て、幹事長事故あ

　るときは、その職務を代行する。

５　幹事は、調整会議メンバー及び各公民館長をもって充てる。

６　幹事長は、必要に応じ、幹事以外の者の出席を求めることができる。

　 （推進班）

第６条  幹事会に付議すべき事項の調査研究及び必要な連絡調整を行うため、推進班を

　置く。

２　推進班は、生涯学習課長主宰のもと、各課かい長が推薦し、幹事会で承認された職

　員をもって構成する。

３　生涯学習課長は、必要があると認めるときは、推進班に分科会を設け、分科会を開

　催することができる。

４　生涯学習課長は、必要に応じ、推進班の会議に班以外の者の出席を求めることがで

　きる。

　　 （事務局）

第７条　本部、幹事会及び推進班に関する庶務は、生涯学習課において処理する。

　 （補則）

第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、本部長が別に定める。

　 　附　則

　 （施行期日）

１  この要綱は、平成１６年４月２７日から施行する。

　 （矢板市男女共同参画行政推進会議設置要項の廃止）

２　矢板市男女共同参画行政推進会議設置要項（平成１１年制定）は、廃止する。

　 　附　則

　この要綱は平成１７年４月１日から施行する。

　 　附　則

　この要綱は平成１９年４月１日から施行する。

　 　附　則

　この要綱は平成２４年４月 1 日から施行する。

　 　附　則

　この要綱は令和４年４月 1 日から施行する。

　　資料資料

４　矢板市男女共同参画社会づくり推進本部設置要綱

　　 （設置）

第１条　男女共同参画社会づくりの総合的かつ効果的な推進とその普及を図るため、矢

　板市男女共同参画社会づくり推進本部（以下「本部」という。）を設置する。

　 （所掌事務）

第２条　本部は、次に掲げる事務を所掌する。

  （1）  男女共同参画行政に関する諸施策の総合的な企画及び推進に関すること。

  （2）  男女共同参画行政施策に関する各課間の連絡調整に関すること。

  （3）  矢板市男女共同参画計画あいプランの推進に関すること。

  （4）  その他男女共同参画社会づくりの推進に関すること。

　 （組織）

第３条  本部は、本部長、副本部長及び委員をもって構成する。

２　本部長は、市長をもって充てる。

３　副本部長は、副市長及び教育長をもって充てる。

４　委員は、庁議メンバーをもって充てる。

　 （会議）

第４条  本部会議は、本部長が主宰する。

２  本部長が主宰することができないときは、本部長が副本部長のうちからあらかじめ

　指名する者に、その職務を代行させる。

３　本部長は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求めることができる。

　 （幹事会）

第５条  本部会議に提出する原案の作成及び本部の決定した施策の推進に関し、必要な

　事項を処理するため、本部に矢板市男女共同参画社会づくり幹事会（以下「幹事会」

　という。）を置く。

２　幹事会は、幹事長、副幹事長及び幹事をもって構成する。

３　幹事長は、生涯学習課長をもって充て、幹事会を主宰する。

４　副幹事長は、生涯学習課まなび担当グループリーダーをもって充て、幹事長事故あ

　るときは、その職務を代行する。

５　幹事は、調整会議メンバー及び各公民館長をもって充てる。

６　幹事長は、必要に応じ、幹事以外の者の出席を求めることができる。

　 （推進班）

第６条  幹事会に付議すべき事項の調査研究及び必要な連絡調整を行うため、推進班を

　置く。

２　推進班は、生涯学習課長主宰のもと、各課かい長が推薦し、幹事会で承認された職

　員をもって構成する。

３　生涯学習課長は、必要があると認めるときは、推進班に分科会を設け、分科会を開

　催することができる。

４　生涯学習課長は、必要に応じ、推進班の会議に班以外の者の出席を求めることがで

　きる。

　　 （事務局）

第７条　本部、幹事会及び推進班に関する庶務は、生涯学習課において処理する。

　 （補則）

第８条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、本部長が別に定める。

　 　附　則

　 （施行期日）

１  この要綱は、平成１６年４月２７日から施行する。

　 （矢板市男女共同参画行政推進会議設置要項の廃止）

２　矢板市男女共同参画行政推進会議設置要項（平成１１年制定）は、廃止する。

　 　附　則

　この要綱は平成１７年４月１日から施行する。

　 　附　則

　この要綱は平成１９年４月１日から施行する。

　 　附　則

　この要綱は平成２４年４月 1 日から施行する。

　 　附　則

　この要綱は令和４年４月 1 日から施行する。
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５　矢板市男女共同参画計画策定委員会設置要綱

　　 （設置）

第１条　男女共同参画社会の実現を目指す「矢板市男女共同参画次期計画（以下「計画」

　という。）を策定するに当たり、その調査研究を行うため矢板市男女共同参画計画策

　定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。

　 （所掌事務）

第２条　委員会は、計画全般について審議並びに原案を作成し、矢板市男女共同参画社

　会づくり推進本部に提出するものとする。

　 （組織）

第３条　委員会は、委員２０人以内の委員で組織する。

２　委員は、家庭、学校、職場、地域の関係者及び一般公募の者の中から矢板市男女共

　同参画社会づくり推進本部長が委嘱する。

　 （委員の任期）

第４条　委員の任期は、計画策定終了時までとする。

　 （委員長及び副委員長）

第５条　委員会に委員長及び副委員長を置く。

２　委員長及び副委員長は、委員のうちから互選により定める。

３　委員長は、委員会の会務を総理し、委員会を代表する。

４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。

　 （会議）

第６条　委員会は、委員長が必要に応じて招集し、委員長が議長となる。

２　委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。

３　委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、委員長の決すると

　ころによる。

４　委員会が必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め意見を聞くことができる。

　 （庶務）

第７条　委員会の庶務は、生涯学習課において処理する。

　 （委任）

第８条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長又は

　委員長が委員会に諮って定める。

　 　附　則

　この要綱は、平成１９年３月２９日から適用する。

　 　附　則

　この要綱は、平成２４年４月１日から適用する。

　 　附　則

　この要綱は、平成２９年４月１日から施行する。

　 　附　則

　この要綱は、令和４年４月１日から施行する。
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